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呉大学編入学希望者の二一ズ調査
一呉および広島地域の病院に勤務する看護職の場合一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉大学看護学部

平岡敬子山内京子松本信子
中島優子一色康子

■　はじめに

　従来，看護系大学への編入学といえば，看護系

短期大学の卒業者のみがその対象であり，看護専

門学校の卒業者には受験資格がなかった。しかし，

1998年の学校教育法の改正により，1976年度以降

の専修学校専門課程卒業者にも門戸が開かれ，

2000年度から，いわゆる専門学校卒業者が看護系

大学に編入学し，看護学士を取得することが可能

となった。

　平成11年度の教務委員会からの依頼を受け，平

成13年度から本学が編入学生を受け入れるにあた

り，どのくらいの看護職が本学への編入学を希望

しているのかについて，実態調査を行った。すな

わち，そのほとんどが専門学校の卒業者である呉

および広島地域の病院に勤務する看護職が，何を

目的に編入学をめざしているのか，また彼らを受

け入れる大学側の役割とは何かについて考察した。

■方法

1．対象

呉および広島地域の病院に勤務する看護職

2．調査方法

　自作の無記名自記式質問紙による調査

3．調査期間

　2000年3月から5月まで

4．調査項目

　1）対象者の背景　2）呉大学への編入学希望

　3）編入学の目的　4）編入学をするにあたっ

ての障害　5）卒業後の進路等の24項目

5．データ収集方法

　呉および広島地域の病院を訪問し，看護部長に

調査への協力を依頼した。承諾の得られた後，調

査票を配布し，後日，回収あるいは返信用封筒で

の返送を依頼した。調査票の前文で研究目的を説

明し，回答したくない場合には回答する必要のな

い旨を明記した。

6．データ分析方法

　統計ソフトSPSSを使用し，比率の算出，クロ

ス集計，κ2検定を行った。

□調査結果

　呉および広島地域の病院に調査の依頼をしたと

ころ，13カ所の病院で承諾を得て，270名に調査

用紙を配布し，221名（回収率81．9％）より回答

を得た。

1．対象の概要

　対象者221名の内訳は，女性211名（95．5％），

男性10名（4．5％）で，年齢は20代の133名（59．9％）

が最も多く，次に30代の58名（26．1％）が多かっ

た。最終学歴は専門学校卒業者が195名（87．2％），

短期大学卒業者が23名（10．4％）であった。現在

の職位は看護婦・士184名（83．3％）がほとんどで

あった。在職年数は6年から10年が60名（27．0％）

で最も多く，次に3年から5年の57名（25．7％）

が多かった。勤務形態は大多数の150名（67．6％）

が三交代勤務であった。

2　呉大学への編入学希望の状況

対象者のうち，看護系大学への編入学を希望す
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が3名（10％），40代は2名（6。7

％）で，60代も1名（3．3％）

いた。ただし，数としては対象

者の多かった20代が一番多いが，

希望者の占める割合を見ると，

20代（9．3％）よりも30代（19．3

％）の方が多かった。

　最終学歴は専門学校卒業者が

29名（96．7％）で，短期大学卒

　　　　　図1－2
　　7。勤務場所

基本属性別にみた編入学希望者の分布図

　　8専門領域　　　　　　　　　　　9勤務時間

図1－3　基本属性別にみた編入学希望者の分布図

10．健康状態

図1－4　基本属性別にみた編入学希望者の分布図

る者は90名（40．7％），希望しない者は54名（24．4

％）であった。わからないと回答した者は77名

（34．8％）であった。看護系大学への編入学を希

望する者のうち，呉大学への編入学を希望してい

る者は，30名（13．6％）であった。呉大学への編

入学を希望しないと回答した者は12名で，そのう

ちの8名は「よその看護大学を受験したい」と回

答した。

　呉大学への編入学を希望した者の性別は，女性

が29名（96．7％）で，男性は1名（3。3％）のみ

であった。年齢は，20代が最も多く13名（43．3％）

であった。っいで，30代が11名（36．7％），50代

％），看護部長が1名（3．3％）

であった。勤続年数の平均は約

11年で，6年以上10年以下と，

11年以上20年以下がそれぞれ9

名（30％）でもっとも多かった。

割合で見ると，勤続年数が長く

なるほど呉大学への編入学希望

者の割合が多くなる傾向があり，

勤続年数3年から5年の希望者

は10％に満たないが，11年以上

の看護職の20％以上が，呉大学への編入学を希望

していた。また，希望しないグループの勤続年数

が1年から5年未満に集中していることから，呉

大学への希望者は勤続年数の長い者が比較的多い

ことがわかる。

　家族構成は単身者が多く，11名（36．7％）で，

夫婦のみの世帯が5名（16．7％）であった。また，

子供がいる者も6名（20％）いた。年収の平均は

約400万円で，300万円台が12名（41．4％）で最も

多かった。ついで，400万円台が7名（24．1％）で，

500万円台，600万円台がそれぞれ3名（10．3％）

おり，300万円以下も3名（10．3％）いた。

　勤務形態は三交代をしている者が20名（66．7％）

でもっとも多く，二交代が4名（13．3％），日勤

のみが6名（20％）であった。また，勤務場所は，

25名（83．3％）が病棟勤務で，外来勤務は1名

（3．3％），管理室等が3名（10％）であった。一

回の勤務時間の平均は9時間で，9～10時間が最

も多く17名（56．7％）であった。8時間以内は10

名（33．3％），11～12時問勤務している者が3名

（10％）であった。
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表1　編入学の希望理由（％）

1．看護学をもっと勉強したい

2，幅広く色々な分野の勉強がしたい

3．人間的に成長したい

4．大卒看護学士の資格がほしい
5．一般教養を学びたい

6．大学に行ってみたい
7．保健婦（士）の資格がほしい

8，教員になりたいので必要

9．大学院に行きたいので必要

88．9

66．7

59，3

59．3

59．3

40．7

25．9

18．5

7、4

（有効回答者数　29人・重複回答を含む）

　専門領域は，成人内科系が12名（40％）でもっ

とも多く，次に成人外科系が10名（33．3％）であっ

た。老年が3名（10％），母性，精神看護がそれ

ぞれ1名（3．3％）であった。

　健康状態は，多少不安がある者が7名（23．3％）

いたが，ほとんどは健康あるいは持病があっても

健康であると認識している者たちであった。

3．編入学の目的

　対象者が編入学を希望する中で最も多かった理

由は，「看護学をもっと勉強したい24名（88．9％）」

であった。ついで「広い分野の勉強がしたい18名

（66．7％）」，「人間的に成長したい16名（59．3％）」

が多かった。反対に，「保健婦・士の資格が欲し

い7名（25．9％）」という理由は少なく，「教員に

なりたい5名（18．5％）」，「大学院に行きたい2

名（7．4％）」に関しては少数であった。

　編入学の目的を年代別に検討してみると，「看

護学をもっと勉強したい」という理由は，年齢が

高くなるほど増えていた。「大学院に行きたい」，

「教員になりたい」という目的を持つ者は，20代，

30代には若干名いたが，40代以上の中高年には，

全くいなかった。さらに，40代以上の者には，

「保健婦・士の資格が欲しい」，「学士が欲しい」

などの資格を取得するために編入学を希望する者

も，一人もいなかった。
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図2　学びたい授業科目

表2　編入学の障害

藷　　ヲ
　　　ピ
　　　ユ　　ワl
　　　Iタ
　　ク1
　　　ネ
　　　ツ　　　ト

全く障害 少しは障 障害に 非常に障
になって 害になっ なってい 害になっ

いない ている る ている
（％） （％） （％） （％）

1・仕事との両立が難しい 71 250 179 500

2・編入学の合格定員が少ないの
　で、合格する自信がない

36 143 250 571

3大学の授業についていけるかど
　うか学力に自信がない

36 393 321 250

4学費が高いなど経済的な問題が
　ある

36 35．7 25．0 35フ

5子育て、親の介護など家庭の事
　情がある

741 11．1 00 14．8

6受験勉強の時間がないなど受験
　の準備が十分にできない

74 33．3 333 25．9

7体力に自信がない 519 370 111 0．0

（有効回答者数　28人）

表3　卒業後の進路（％）

1．現在の職場に勤務する

2．条件の良いところへ就職
　したい

3．その他
4．大学院に進学したい

41，4

31．0

17．3

10．3

合計 100．0

4．特に学びたい授業科目

　呉大学への編入学希望者に本学のカリキュラム

の中で，受講してみたい授業科目を尋ねたところ，

特に受講の希望が多かったものは，「ターミナルケ

ア24名（80％）」，「在宅看護学20名（66．7％）」

「患者心理・心身援助学19名（63。3％）」，「心理学

概論19名（63．3％）」，「英語18名（60％）」，「コン

ピューターネットワーク17名（56．7％）」であった。

（有効回答者数　29人）

これらは，現在，臨床で勤務する看護職の学生時

代には授業科目になく受講できなった科目や，日々

の患者との関係の中で生まれる疑問や葛藤に答え

を求める科目，あるいは現代の国際化・情報化社

会の中で道具として必要とされているものである。

5．編入学をするにあたっての障害

　呉大学へ編入学するにあたっての障害について

尋ねたところ，一番の問題は「試験に合格する自

信がないこと」であった。呉大学への編入学希望

者の80％以上の者が，試験に合格するか否かが

「障害になっている7名（25．5％）」，あるいは

「非常に障害になっている16名（57．1％）」と答

えた。次に多かった編入学への障害は，「仕事と

の両立」であった。呉大学への編入学希望者の中
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で，現在，勤務している施設を退職し，フルタイ

ムの学生になると回答している者は8名で，全体

の30％に満たない。残りの70％以上の者たちは，

必ず，あるいはできれば仕事と学業とを両立させ

る方向で，編入学を考えている。呉大学への編入

学希望者の70％の者が，仕事との両立が「障害に

なっている5名（17．9％）」，あるいは「非常に障

害になっている14名（50．0％）」と答えた。その

他には，「経済的な問題17名（60．7％〉」，「受験の

準備の時間がないこと16名（57．1％）」，「授業に

ついていく自信がない16名（57。1％）」があった。

しかし，家庭の事情や体力に関しては，障害と感

じている者はいずれも10％程度であった。

6．卒業後の進路等について

　大学を卒業した後は，「引き続き現在の職場に

勤務する」と回答した者が最も多く，12名（41．4

％）であった。「もっと条件の良いところに就職

する」と回答した者は9名（3LO％）で，「大学

院への進学」を考えている者も3名（10．3％）いた。

■考察

　今回の調査結果から，呉大学看護学部への編入

学を希望している看護職の特徴と，編入学希望者

の二一ズと大学側の役割について考察する。

1．呉大学看護学部への編入学を希望している看

　護職の特徴
　まず第一の特徴は，20代，30代の単身者あるい

は夫婦のみの家族構成にある勤続10年前後の管理

職ではない看護婦が，呉大学への編入学を希望し

ていることである。但し，調査対象者が集中して

いたことから，数としては若年層の希望者が多かっ

たが，割合で見ると，勤続年数が長くなるほど呉

大学への編入学希望者の割合が多くなる傾向があ

り，勤続年数10年以上の管理職もまた呉大学を希

望していた。

　次に，積極的に生涯教育を受けている者に編入

学の希望者が多いという特徴がある。例えば，半

数以上が院内研修，院外研修を受けており，職場

での経験を積むだけで満足しているものは2名の

みだった。また，学会発表等の経験がある者や夜

間大学，放送大学，学位授与機構を利用者してい

る者もいた。生涯教育の一環として大学での再教

育を希望していることが伺える。

　また，呉大学への編入学を希望する理由は，看

護学をはじめ広い分野の勉強をしたいという理由

が多い特徴がある。反対に，大学院への進学や教

員の志望等はほとんどなかったことから，彼らの

編入学の目的は，保健婦・士の資格や学士などの

資格を取得し，キャリアを形成するというよりも

むしろ，看護学の再教育や生涯教育を受けること

にあるようである。

　さらに，呉大学への編入学を希望している者の

多くは，現在の職場を退職せずに，大学に通うこ

とをめざし，卒業後も同じ職場で勤務することを

考えているという特徴がある。したがって，彼ら

の編入学後の障害は，いかに仕事と学業とを両立

させるかである。家庭の事情や経済的な問題より

も，仕事との両立がむずかしいことが編入学への

障害となっているようである。また，呉大学への

編入学を希望する理由は，「勤務地に近いこと」

や「居住地に近いこと」が他の理由に比べて有意

に高かった（P＜0．01）。自分の学力にあっている

ことや推薦入試が可能であること等は該当しない

ことから，学力や校風よりも勤務地あるいは居住

地に近く，通学が容易であることの方が優先され

ることが推察される。

2．編入学希望者の二一ズと大学側の役割

　呉大学への編入学希望者の多くが，現職のまま，

学業も修めたいと考えていることから，彼らの大

学への期待や要望はフルタイムの学生とは異なる。

例えば，講義の時間については，夜間や集中講義

の希望が多かったり，曜日については土曜日の開

講を希望する者が多かった。彼らは，必ずあるい

はできれば，2年間の在学期間で卒業することを

めざしており，3年以上かかっても構わないと考

えている者は少数であった。したがって，最小在

学年数で卒業するためには，大学は彼らが受講し

やすい時間割を作成することが求められている。

　また，呉大学への編入学希望者がカリキュラム

の中で，受講の希望が多かったものは，「ターミ

ナルケア」，「在宅看護学」，「患者心理・心身援助

学」など，日々の看護業務の中で生まれた問題意

識に答えを求める科目であり，現在，臨床で勤務

する看護職が学生時代には授業科目になく受講し

たくてもできなった科目である。したがって，大

学は，編入学へのカリキュラムの中で，保健婦・

士の免許を取得するための地域看護学の科目や一

般教養科目に加えて，看護学の再教育に適した専
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門科目を充実させることが求められる。

■　おわりに

　呉および広島地域の看護職に大学への編入学の

希望を調査したところ，調査対象者の1割強の者

が呉大学への編入学を希望していることがわかっ

た。また，彼らの編入学の目的は，従来のような

保健婦・士への転職や大学院への進学という，い

わゆるキャリアを形成するためではなく，むしろ

看護学をはじめ，もっと広い分野の勉強を専門的

に深めたいというものであった。大学は，看護学

の再教育や生涯教育を受けたいという彼らの二一

ズにあったカリキュラムの編成や時間割の作成を

することが，今後の課題となるであろう。
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